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ITER等の核融合炉の核設計では設計裕度が小

さく、核解析において高い精度の計算値が要求

される。正確な幾何形状入力データを用いて、

モンテカルロコードで放射線輸送計算を行う

ことにより、高い精度の計算値を得ることが可

能である。自動的に正確な幾何形状入力データ

を作成することを目的として、３次元CADデー

タからモンテカルロ計算コードMCNPの幾何形

状入力データへ自動変換するシステムGEOMIT
の開発を行っている。MCNPの幾何形状入力デ

ータは、境界面の方程式（面データ）の組み合

わせ（ブーリアン演算）で立体（セルデータ）

を表現している。 
 
GEOMIT開発に関する主な課題は、以下の通り

である。 
① CAD形状データのMCNP幾何形状データへ

の正確な変換 
② CADデータには存在しない曖昧面の作成 
③ CADデータには存在しない非物体（空間）

領域のMCNPセルデータの作成 
GEOMITではこれらの課題を解決し、核融合炉

のCADデータに適用している。上記①の課題で

は、CAD/MCNP変換後のセルデータの二重定義

や未定義による形状エラーを削減するために、

複雑な形状のCADデータ（凹面を有するセルデ

ータ）を単純な形状（凸面のみで形成させるセ

ルデータ）に自動分割した後、MCNP幾何形状

入力データへ変換している。上記②の課題では、

曖昧面が必要なCADデータの形状を予め設定

し、それらの形状に合致するCADデータに関し

ては、CAD面同士の交点等を計算することによ

り、自動的に曖昧面を設定している。上記③の

課題では、CADデータでは、ブランケットやコ

イル等の物体に関するデータのみ存在してお

り、非物体（空間）領域は通常CADデータには

含まれていない。そこで、直方体の指定範囲か

ら物体領域に関するMCNPセルデータの補集合

を定義することにより、非物体（空間）領域の

MCNPセルデータを作成している。その際、セ

ルを構成する面データの数がMCNPの制限であ

る1000未満になるよう直方体を自動的に再分

割している。 
 
GEOMITを用いて、ITER40度セクター簡易モデ

ル、ITER/NBセル建屋、ITER/TBMのCADデー

タからMCNP幾何形状入力データへの変換を行

っている。図１にITER/TBMの変換結果を示す。

ITER全体モデルの水平ポート部にGEOMITで
変換したTBMの幾何形状データを挿入してい

る。これらのCADデータのMCNP幾何形状デー

タへの変換に成功し、遮蔽解析を行っている。 
 

図１ ITER/TBMのGEOMITによる変換結果 
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